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中村守夫提出論文内容要旨
 副甲状腺以外の内分泌腺及び腎の疾患の際にも燐(P)及びカルシウム(Ga)の代謝に変
 化の来ることが知られている。しかし乍ら,これらの代謝異常と副甲状腺との関連については
 不明の点が多い。Pの相対クリアランス(C夢/GFR)は副甲状腺の活性度をよく示すとされ,
 副甲状腺機能亢進症でその値が上昇することより,副甲状腺機能亢進症の診断によぐ利用され
 ている。他方,KleeInanらはGaの相対クリアランス(GCa/GFR)の変化より・副甲状
 腺が腎に:賊するCaの再吸収を調節すると推定しているが,この点については否定的の人もあ
 り,まだ一致した見解はない。著者は,腎疾患26例,術後性畠1」甲状腺機能低下症及び仮性副
 甲状腺機能低下症各i例,原発性アルドステ・ン症5例,ク・一ム親和性細胞腫5例,甲状腺
 疾患iろ例,その他内分泌疾患及び正常対照例を合せ総計67例について,腎にかけるP一及
 びea処理能を,主としてOP/GFR及びGca/GFRを指標として観楽し,そのil“:1床的意義
 を追究した。また,P一及びCa代謝に異常がみられそ'の後剖検に附せられた4例については,
 5例の対照副甲状腺と比較し副甲状腺の病理組織学的所見,特に機能尤進像の有無をしらべ,1.'
 腎及び各種内分泌疾患にお・ける!P一及びea代謝異常と創甲状1勝1との関連匠ついて検討を加え
たっ
 CP/G・FRは尿毒症のほか,原発性アルドステ・ン症及びク・一ム親和性細胞腫の全例で著
 明に上昇していた。Cca/GFRは尿毒症のほか,原発性アルドステ・ン症,クローム親和性
 細胞腫及びGUshing症候群の一部の例で著明に上昇していた。仮性副甲状腺機能低下症及
 び術後性副甲状腺機能低下症にむけるCP/GFR及びGca/G-FRはともに正常低llillを示した、
 腎結石症,甲状腺疾患,Addison病及び下垂体疾患のCP/GFR及びCca/GFRにはい
 ずれも著変がなかった。24日手間尿中P排泄量はク・一ム親和性細胞腫,甲状腺機能亢進症及
 び腎結石症の一部の例で軽度に増加していた。Ga尿中排飛量はク・一ム親和性細胞腫1及び
 cu.shi皿9症候群各1例で著明に増加していた。剖検により副甲状腺の組織学的検索を行っ
 た4例のうち,尿毒症2例における副甲状腺は,対照副甲状腺に比し色調が淡く大きく重く,
 脂肪に乏しく,水様透明細胞(wa8se「helleHauP七zelle)が著増し,この細胞の
 直径は6～15μで一次性肥大増生にお・けるより遥}かに小であり・こ次性増生による機能亢進
 の所見と考えられた。即ち,臨床検査成績からも,副甲状腺の所見からも,尿毒症2例では腎
 不全による二次性の副甲状腺機能亢進が認められた。これに対しクローム親和性細胞腫及び
ノ
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 CUshi119症候群の各1例ではCca/QFR.が上昇していても臨床的及ぴ粗織学的に副甲状
 腺機能亢進を患わせる所見は認められなかった。また術後餉甲状腺機能低下症及び仮性副甲状
 腺機能低下症の各1例では,CP/GFR及びCca/GFRは正常低値を示した。従ってP一及
 びOaの相対グリァランスは必ずしも副甲状腺の機能を示すとは限ら左レ・ことが認められた。
 しかし,C昆/αFR及びeca/〔}FRけP一及びCaの尿細菌C属する再吸収率を反映するので,
 尿中排泄が著明に亢進していない場合でも腎にお・けるP一及びOa'処理能の変化をとらえる指標
 となりうる点ては有用と考えられる。・Gea/GFRは趨甲状線機能亢進時には著しく高い値をとり,
 機能低下暗には正常低位を示した。即ち著者の成績からは副甲状腺ホルモンのCa再吸収促進
 作用を認ることは出来なかった。原発性アルドステロン症及びクローム親和性細胞腫各2例で
 は'甜弩腫瘍1商出後にCP/GFRは正常化し,また,前者のうち・;D1例ではCca/(}FRも術後
 にIE常化した』以上より,原発性アルドステ・ン症及びク・一ム親矛目性細胞腫にお・けるP及び
 eaの代謝異常は,・ヒれぞれアルドステ・ン及びカテコールアミンの過剰分泌が主因と左って
 いると推測される。これらの場合もcu6hi且9症候群の場'含も,畠1」甲状腺機能亢進を患わせ
 る所見は臨床的にも組織的にもみられず,そのCa代謝異常は副甲状腺ホルモンを介していな
 いものと推測される。甲状腺機能亢進症では,その治療前後でoP/UFR及びOca/GFRに一
 定の変化傾向はなく,副甲状腺機能異常の存否は確認することを得なかった。
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 著者は副甲状腺以外の内分泌腺及び腎の疾患の際の燐(P)及びカルシュウム(Ga)代謝異
 常を追究し,・これと副甲状腺との関連について検討を加えた。
 即ち腎疾患26例,副甲状腺機能低下症2例,原発性アルドステロン症5例,クローム親和性
 細胞腫5例,甲状腺疾患15例1その他の内分泌疾患及び正常対照例を合せ計67例について,
ヒド
 主としてP及びGaの相対クリアラγスを指標としてそ'σ)代謝異常をしらべた。次にこれにより
 異常が認められた例のうち,剖検例4例について',組.織学的に副甲状腺の機能亢進像の有無をし
 らべ一,P及びca代謝異常と副甲状腺との関連について検討した。
 その結界,t尿毒症に二次性の畠1』甲状腺機能亢進を認めた。2.〃・一ム親和性細胞腫及び
 cu8hir⊥9症膜群で,臨床的及ぴ組織学的に副甲状腺機能亢進を患わせる所見がないのにIP
 及びCaの相対クリアランスは必ずしも副甲状腺の機能を示すとは限らないことを推定した。5.
 副甲状腺機能低下・症でcaの相対クリアランスが上昇していたことから,P及びGaの相対クリ
 アランスは必ずしも副甲状腺の機能を示すと・は限らないことを推定した、。.ろ.副甲状線機能低下症
 でqaの相対クリァランメが正常値てあったことか『),庁、q甲状腺ホルモンが直接尿細管における
 Oo再吸収を恨進ずるという証拠を確かめ得なかった。4.原発性アルドステロノ症及ぴクロー.{、
 親子ilトヒ細胞瞳で,副腎腫傷摘出談にP及びGaの相対タリフ7ラノスが正常化したこごア)・ち,そ・ゆ
 P及びO飢の代謝異常はアルドステロン及びカテコールアミノの過剰分泌が主因となっているも
 のと推定した。5.クローム親'相性恕1胞1陣及ぴOUs汽⊥m。1症候群で,1席床的及び{驚絞学部ヨに副甲
 状腺の機能亢進が言忍められないのにP及びeと・代謝に変化のあったことからこれらの代謝異常を
 それぞれのホルモンの直接作用によると推論した。5.甲状腺機能亢進症では副甲状腺機能異常を
ロ
 認めなか閣孚た。
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